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赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和３年 （2021） 月号　No.763１
公式ＬＩＮＥでは、災害、雨量規制、通行止め、
村の様 な々情報を配信します。

ダウンロード手順
①お手持ちのスマートフォンにLINEアプリをダウンロード
　（LINEアプリを既に使用している方は省略）
②下北山村公式LINEをお友達登録

【QRコードの読み取り方】
①お手持ちのスマートフォンのカメラアプリ
またはをＱＲコード読取りアプリを起動する。
②QRコードにカメラを近づける。
③読み取ったURLをタップ。
※読み取れない方はLINEアプリから
　ＩＤ＠shimokitayamamura
　を検索してください。

【ＬＩＮＥ登録、操作が不安な方へ】
コワーキングスペースBIYORI（旧山びこ寮）にて操作方法や登録のお手伝いをさせて頂きます。お手持ちのスマートフォンを持参の上
お越しください！　毎週水曜日（10：00～12：00／14：00～16：00）☎9-0014

下北山村公式LINEを始めました！

　令和２年12月１日（火）赤ち
ゃんの誕生を祝福し、あわせて健
やかな成長を願い、１軒のご家庭
に「赤ちゃん誕生祝い金」が交付
されました。

浦西　美莉愛ちゃん
（父・亮太さん　母・友紀さん）
（令和２年６月８日生まれ）
「兄弟仲良く大きくなってね」



　あけましておめでとうございます。
　村民の皆さまには、日頃より下北山村政の発展に多大なご支援とご協力をいただいておりますこ
とに深く感謝申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルスの感染拡大が世界中に広まり、日本国内でも多くの感染者が発生
しました。皆さまには感染予防対策にご協力をいただいておりますことに、あらためて御礼申し上
げます。
　昨年の暮れに菅総理は、「感染者数は高止まりの傾向にあり、感染拡大地域が広がりつつある
ことから、年末年始にかけての感染拡大を食い止めるため、最大限の対策を講じる」として、１２
月２８日から１月１１日にかけてGoToトラベルの全国一律の停止を表明しました。そして「特に飲食
については基本的な感染対策を徹底していただきつつ、年末年始の帰省については慎重に検討
していただき、落ち着いた年明けを過ごすことができるように」と国民の皆さんにご協力をお願いし
たところです。
　村では、国や県の方針を踏まえつつ、今年もより一層の感染防止対策を講じてまいります。皆さ
まにおかれましては、引き続き感染防止対策の徹底をお願い申し上げます。
　さて昨年は、新型コロナウイルスの影響で国民が楽しみにしていた東京オリンピックが延期され
たほか、政治では政権発足以来７年８か月続いた安倍総理が突然辞任され菅政権が誕生しまし
た。また、アメリカでは大統領選挙の結果、共和党のトランプ大統領から民主党のバイデン大統
領へと政権が交代する見込みであります。
　一方村では昨年７月に、保小中合同校舎が完成し、９月からは中学生の皆さんが新しい校舎
で学んでいます。そして今年の４月からはいよいよ小学校、保育所の皆さんも新しい校舎での生活
が始まります。下北山産の木材がふんだんに使われた素晴らしい校舎で、子どもたちが学びそして
未来に向かって大きく羽ばたいていかれることを期待するところであります。
　また１０月には、名誉村民である故杉岡華邨氏の記念館がきなり館内に開館し、多くの皆さまに
ご来館いただいております。
　新しい年令和３年は、コロナ禍の中でのスタートとなることから、今年は(注1)リモートワークや(注2)ワー
ケーションといったウィズコロナ、アフターコロナを見据えた事業を推進するほか、国が進めている
デジタル化行政の取り組みをおこない行政サービスや事務事業の再構築を図ってまいります。
　コロナ対策等により、国の財政状況も大変厳しくなる中、今後の交付税や補助金等の交付につ
いても影響が出てくるのではないかと懸念されるところでありますが、より効率的で効果的な予算の
執行に心がけ、村政の発展のためより一層の努力をしてまいる所存であります。
　新型コロナウイルス感染が一日も早く収束し、平穏な明るい年となることを願うとともに、皆様方
にとりまして幸多き年となりますことをご祈念申し上げ新年のご挨拶とさせていただきます。
(注1)リモートワークとは、「リモート」（遠隔）と「ワーク」（労働）を組み合わせた造語で、会社ではないところで働く形態を表しています。
(注2)ワーケーションとは、「ワーク」（労働）と「バケーション」（休暇）を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でリモートワー

クを活用して、働きながら休暇をとる過ごし方です。

下北山村

村長　南 　 正 文

新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。
　村民の皆様には、さわやかな新年をお迎えになったことと、心よりお慶び申し上げます。
　念頭にあたり、下北山村議会を代表いたしまして謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　平素は下北山村議会に対しまして温かい御支援とご理解を賜り、厚く御礼を申し上げますと共に
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、昨年を振り返ってみますと、「新型コロナウイルス」といった新たな感染症ウイルスが世界
中に感染拡大し、世界各国で非常事態宣言やロックダウン（都市封鎖）などの手段がとられました。
　日本国内においても毎日のように新たな感染者が確認され、行事やイベントの中止、学校の臨
時休校、経済活動の縮小等、国民生活に大きな影響が出ました。今もなお収束はおろか感染者
数が増えており、新しい生活様式を取り入れた日常生活を送れるよう感染予防に個々人が努めて
いかなければなりません。
　昨年７月には、熊本県を中心とした九州豪雨被害、同時期に日本各地で河川の氾濫や土砂災
害が起こり、甚大な被害がありました。とりわけ熊本県では多くの犠牲者や被災者が出るなど改め
てお見舞いと哀悼の意を表しますと共に、本村におきましては、大きな被害もなく新年を迎えること
が出来ましたことに心からありがたく思うところでございます。
　本村の大きな行事では、下北山中学校のグラウンドに新たに保・小・中合同校舎が完成し、
７月２６日に竣工式が行われました。９月からは中学生が合同校舎で学んでおり、今年の４月には、
保育園児と小学生の皆さんも合同校舎に通い始めます。北山っ子を育てる教育を温かく見守って
頂き、末永く地域の皆様に愛される大切な学び舎として活気あふれる学校となりますよう関係各位
には絶大なるご支援とご協力をお願い致したいと思います。
　また村では、地域おこしのための施策が進められており、議会においてもそれらの課題を注意
深く検証すると共に、安定した基盤づくりの実現を目指して行けるよう協力して参りたいと思っており
ます。　
　結びに当たり、村民の皆様にとりまして新しい年が夢と希望に満ち溢れた素晴らしい年になりま
すよう心より祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。

下北山村議会

議長　中 谷   宏

新年のご挨拶
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　新年あけましておめでとうございます。
　村民の皆様におかれましてはお健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　平素は、私ども消防団に対しましてご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、まさに新型コロナウイルス一色の年となってしまいました。未だに
感染を食い止めることが困難であり、毎年恒例であった消防団新春出初式においても誠に残念で
はございますが中止せざるを得ない状況となりました。このような状況下で日々不安に思いながら過
ごしておられることと存じますが、引き続き「うつらない・うつさない」の習慣を徹底するしかあり
ません。
　自然災害においては、村内での被害はなく団員一同喜んでいるところではございますが、７月に
発生した線状降雨帯により西日本から東北地方にかけて広い範囲で大雨が降り、特に九州地方で
は記録的な豪雨となりました。球磨川など大河川での相次ぐ氾濫と、土砂災害や浸水により多大な
被害がもたらされ、一昨年の東日本台風に並ぶ特定非常災害に指定されました。被災によって亡
くなられた方々に追悼の意を捧げますとともに、被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。
近年の自然災害は気候変動の影響により、どこで発生するかはわかりません。台風の接近の時には、
我 も々本部において警戒体制を取り、村民の皆様方に少しでも安心できる環境づくりに努めてまい
ります。村民の皆様におかれましても、常日頃から災害に対する「備え」をして頂きますようお願
い申し上げます。
　また、火災においては、村内各所で建物火災とボヤ火災が複数にわたり発生しました。建物火
災はここ十数年来発生しておりませんでしたが、実際の消火活動においては、下北山村消防団員
としての団結力と日ごろの訓練の成果を発揮し、皆必死に消火にあたり、消防団による初期消火と
奈良県広域消防との連携により火災の延焼を最小限に抑えることができました。今後も消防団は、
平素からの予防活動を強化し、日頃の訓練は勿論、奈良県広域消防組合との綿密な連携を保持
し、いつ如何なる場面に当たっても適宜適切に対応できるよう常に気を引き締めてまいります。火
災は、十分に気を付けていても思わぬことで起きますので、空気が乾燥した日の火の取り扱いや、
家庭の火元の整理整頓など火災予防の意識を高めて十分に気を付けて頂きますようお願い申し上
げます。
　最後に、コロナ禍が一日でも早く終息へ向かいますことと共に村民の皆様の益々のご健勝を心よ
りご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村消防団

団長　栗 本 武 平

新年のご挨拶
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はございますが中止せざるを得ない状況となりました。このような状況下で日々不安に思いながら過
ごしておられることと存じますが、引き続き「うつらない・うつさない」の習慣を徹底するしかあり
ません。
　自然災害においては、村内での被害はなく団員一同喜んでいるところではございますが、７月に
発生した線状降雨帯により西日本から東北地方にかけて広い範囲で大雨が降り、特に九州地方で
は記録的な豪雨となりました。球磨川など大河川での相次ぐ氾濫と、土砂災害や浸水により多大な
被害がもたらされ、一昨年の東日本台風に並ぶ特定非常災害に指定されました。被災によって亡
くなられた方々に追悼の意を捧げますとともに、被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。
近年の自然災害は気候変動の影響により、どこで発生するかはわかりません。台風の接近の時には、
我 も々本部において警戒体制を取り、村民の皆様方に少しでも安心できる環境づくりに努めてまい
ります。村民の皆様におかれましても、常日頃から災害に対する「備え」をして頂きますようお願
い申し上げます。
　また、火災においては、村内各所で建物火災とボヤ火災が複数にわたり発生しました。建物火
災はここ十数年来発生しておりませんでしたが、実際の消火活動においては、下北山村消防団員
としての団結力と日ごろの訓練の成果を発揮し、皆必死に消火にあたり、消防団による初期消火と
奈良県広域消防との連携により火災の延焼を最小限に抑えることができました。今後も消防団は、
平素からの予防活動を強化し、日頃の訓練は勿論、奈良県広域消防組合との綿密な連携を保持
し、いつ如何なる場面に当たっても適宜適切に対応できるよう常に気を引き締めてまいります。火
災は、十分に気を付けていても思わぬことで起きますので、空気が乾燥した日の火の取り扱いや、
家庭の火元の整理整頓など火災予防の意識を高めて十分に気を付けて頂きますようお願い申し上
げます。
　最後に、コロナ禍が一日でも早く終息へ向かいますことと共に村民の皆様の益々のご健勝を心よ
りご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村消防団

団長　栗 本 武 平

新年のご挨拶
下
北
山
村
議
会

12
月
定
例
会
を
開
催

令和２年12月
第４回

　
12
月
村
議
会
定
例
会
が
12
月
10
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
案
で
は
、
条
例
の
制
定
が
１

件
、
条
例
改
正
が
７
件
、
規
約
の
変
更
が

１
件
、
予
算
関
連
で
、
令
和
２
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
の
６
議

案
、
合
計
15
議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

★
下
北
山
村
議
会
議
員
及
び
下
北
山
村
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
、
選
挙
公
営
の
対
象
を
市
と

同
様
の
も
の
に
拡
大
す
る
こ
と
と
併
せ
、

町
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
、
ビ
ラ

頒
布
の
解
禁
、
供
託
金
制
度
の
導
入
な
ど

が
目
的
で
す
。

★
下
北
山
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
老
朽
化
し
た
空
き
家
が
倒
壊
等
に
よ
り

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
対
し
て
危

険
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の
緊
急

対
応
措
置
を
定
め
る
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
民
法
改
正
に
伴
い
、
保
証
人
の
債
務
保

証
の
極
度
額
を
設
定
す
る
必
要
が
生
じ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
民
法
改
正
に
伴
い
、
保
証
人
の
債
務
保

証
の
極
度
額
を
設
定
す
る
必
要
が
生
じ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
伴
う
軽
減

判
定
所
得
基
準
の
見
直
し
と
軽
減
判
定
所

得
基
準
の
見
直
し
に
合
わ
せ
た
規
定
の
整

備
に
つ
い
て
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
料
延
滞
金
額
の
割
合
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　
管
理
者
、
副
管
理
者
等
の
人
数
及
び
選

任
方
法
、
附
属
機
関
、
経
費
の
負
担
等
に

つ
い
て
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

　
１
４
，
１
１
８
千
円
が
減
額
補
正
さ
れ

ま
し
た
。歳
入
の
主
な
減
額
理
由
と
し
て
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
や
道
路
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
補
助
金
の
減
額
、
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
の
減
額
、
道
路
橋
梁
整
備
事
業

債
に
か
か
る
減
額
で
す
。

　
ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
は
主
に
道
路
橋

梁
新
設
改
良
費
や
職
員
給
料
の
減
額
と
、

村
営
住
宅
修
繕
料
や
合
同
校
舎
厨
房
内
の

電
気
温
水
器
取
付
工
事
の
増
額
で
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
４
０
２
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
主
に
、
社
会
保
障
・
税
番
号
シ
ス
テ

ム
整
備
に
か
か
る
委
託
料
で
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
２
，
５
７
６
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま

し
た
。
主
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業
費
と
し
て
、
屋

外
簡
易
テ
ン
ト
用
の
ヒ
ー
タ
ー
、
ク
ー

ラ
ー
及
び
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
等
で
す
。

　
ま
た
、
歯
科
診
療
所
の
歯
科
技
工
料
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
歳
入
・
歳
出
補
正
予
算
額
の
増
減
な
し

で
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に

か
か
る
負
担
金
や
砂
等
が
修
繕
料
か
ら
組

替
え
さ
れ
ま
し
た
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
３
，
１
２
０
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま

し
た
。
主
に
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

増
に
伴
う
も
の
で
す
。

★
令
和
２
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
６
２
２
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
主
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム

改
修
に
伴
う
委
託
料
の
増
額
で
す
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
事
項

▽
下
北
山
村
議
会
議
員
及
び
下
北
山
村
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
規
程
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
印
鑑
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
を
改

正
す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
営
住
宅
管
理
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及

び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
給
付
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

《
一
般
質
問
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。》
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　令
和
２
年
10
月
22
日
か
ら
12
月
８
日
に

か
け
て
、
下
北
山
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
例
年
春
に
実
施
さ
れ
て
い
た
大
会

が
秋
の
開
催
と
な
り
、
感
染
症
対
策
の
た

め
１
日
当
た
り
の
試
合
数
を
削
減
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　中
学
生
チ
ー
ム
を
含
む
７
チ
ー
ム
（
66

名
）
が
参
加
し
、
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
上
位
３
チ
ー
ム

に
よ
る
プ
レ
ー
オ
フ
（
総
当
戦
）
を
行
い
、

白
熱
し
た
試
合
の
結
果
、
リ
ー
グ
戦
優
勝

チ
ー
ム
は
『
し
も
っ
ぴ
ー
ず
』、
プ
レ
ー

　11
月
３
日
に
内
閣
府
よ
り
令
和
２
年
秋

の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
村
か
ら

は
辻
本
勇
三
氏
が
消
防
功
労
に
よ
り
「
瑞

宝
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
12
月
15
日
に

役
場
に
て
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　辻
本
氏
は
昭
和
49
年
１
月
に
消
防
団
に

入
団
し
、
平
成
30
年
３
月
に
退
団
す
る
ま

で
の
約
44
年
間
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に

精
励
さ
れ
、
特
に
平
成
25
年
か
ら
４
年
間

は
第
３
分
団
の
分
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

辻
本
勇
三
氏
が

「
瑞
宝
単
光
章
」を
受
章

リーグ戦優勝チーム『しもっぴーず』

プレーオフ優勝チーム『ＤＡＩＳＵＫＥ』

オ
フ
優
勝
チ
ー
ム
は
『
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
』

と
な
り
ま
し
た
。

　試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
開
催

順位
1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位

勝敗
５勝１敗
５勝１敗
５勝１敗
３勝３敗
２勝４敗
１勝５敗
０勝６敗

セット率
85%
83%
77%

チーム名
しもっぴーず
Ｋスポーツ

ＤＡＩＳＵＫＥ
ＪＰＯＷＥＲ-ハイテック

ＲＵＮＳＹ
ムラカラ
エフザイル

順位
1位
2位
3位

勝敗
2勝0敗
1勝1敗
0勝2敗

チーム名
ＤＡＩＳＵＫＥ
しもっぴーず
Ｋスポーツ

■リーグ戦成績表

■プレーオフ成績表
※勝敗が同じ場合はセット率で上位を決定

　
11
月
30
日
に
村
議
会
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
村
特
別
職
員
、一
般
職
員（
全
職
員
）、

議
会
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
専
決
処
分
の
承
認
に
伴
い
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決

決
定
及
び
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す

★
下
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

★
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

★
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

★
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
★
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
令
和
２
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

11
月
第
２
回
臨
時
会
を
開
催
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　令
和
２
年
11
月
27
日
、
ス
ポ
ー
ツ
公

園
若
者
セ
ン
タ
ー
に
て
、
令
和
２
年
度

農
産
物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
出
品
数
は
、
根
菜
類
、
イ
モ

類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
等

１
０
６
点
の
出
展
で
、
１
１
６
点
だ
っ

た
昨
年
か
ら
８
点
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
出
品
者
数
は
昨
年
よ
り
１
名
増
加

し
て
38
名
と
な
り
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
農
産
物
品

評
会
に
多
数
ご
出
品
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　さ
て
、
今
年
の
天
候
は
、
台
風
に
よ

る
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

例
年
に
な
い
異
常
な
高
温
が
続
き
ま
し

た
。
水
稲
で
は
秋
ウ
ン
カ
が
奈
良
県
の

み
な
ら
ず
、
西
日
本
で
大
量
発
生
し
例

年
以
上
に
害
虫
の
対
策
に
ご
苦
労
さ
れ

た
年
か
と
思
い
ま
す
が
、
出
品
頂
い
た

農
産
物
は
非
常
に
品
質
が
良
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、
特
賞
の
白
菜

は
葉
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
重
量
感
が

あ
り
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　審
査
は
南
部
農
林
振
興
事
務
所
に
よ

り
、
外
観
・
色
つ
や
・
揃
い
・
病
害
虫

　電
算
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
よ

り
、
証
明
書
及
び
納
付
書
の
様
式

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
変
更
と
な
る
証
明
書
】

住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、
税
務
証

明
書
（
所
得
・
課
税
証
明
書
、
評

価
証
明
書
等
）

【
変
更
と
な
る
納
付
書
】

税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
納
付
書

は
１
月
以
降
も
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

住
民
課
・
保
健
福
祉
課

の
有
無
な
ど
を
重
点
に
、
慎
重
か
つ
厳

正
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

特賞を受賞された　村春子さん

農
産
物
品
評
会
開
催

令
和
３
年
１
月
よ
り

各
種
証
明
書
等
の
様
式
が

変
わ
り
ま
す
。
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愛
知
県
か
ら
約
７
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
中
岡
直
也
さ
ん
。
い
ま
ま
で
の
村
の
暮

ら
し
や
、
仕
事
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　
「
村
に
戻
っ
て
か
ら
、
下
北
山
ス
ポ
ー

ツ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
で
働
き
始
め
ま
し

た
」
中
岡
さ
ん
は
、
学
生
時
代
の
ア
ル
バ

イ
ト
で
接
客
業
を
経
験
し
、
当
時
の
勤
務

先
で
接
客
技
能
の
社
内
試
験
に
合
格
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
経
験
が
村
で
の
仕
事
に

繋
が
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　
「
キ
ャ
ン
プ
場
の
受
付
か
ら
下
北
山
温

泉
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
宿
舎
ま
で
本
当
に
た

く
さ
ん
の
業
務
を
任
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

接
客
は
得
意
な
方
で
し
た
し
、
観
光
の
お

客
様
と
接
す
る
時
間
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」

　
「
ど
ん
な
仕
事
に
お
い
て
も
、
人
間
関

係
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
の
仕
事
で

も
、
一
ヵ
所
の
現
場
に
い
く
つ
か
の
業
者

さ
ん
が
い
る
の
で
、
良
い
関
係
性
を
築
か

な
い
と
作
業
工
程
を
う
ま
く
進
め
て
い
け

ま
せ
ん
」
と
他
の
人
へ
の
気
遣
い
を
忘
れ

な
い
。「
僕
の
や
っ
て
い
る
仕
事
は
、
地

域
の
人
々
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
仕
事

で
、
道
路
工
事
な
ど
は
生
活
に
直
結
し
て

い
ま
す
。
今
の
仕
事
を
や
る
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
村
の

方
々
の
生
活
を
支
え
る
と
い
う
所
に
大
き

な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
「
下
北
山
村
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
場

所
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
、
自
分
が
暮
ら
し

て
い
る
と
そ
の
良
さ
や
恵
ま
れ
た
環
境
を

見
失
い
が
ち
で
す
。
僕
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
関
わ
る
中
で
、
村
が
好
き
で
毎
年
足

を
運
ん
で
く
れ
る
方
々
や
村
を
好
き
に

な
っ
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

を
、
誇
り
に
感
じ
ま
す
」
中
岡
さ
ん
は
、

キ
ャ
ン
プ
場
で
た
く
さ
ん
の
観
光
客
の

方
々
と
接
し
た
経
験
か
ら
そ
う
思
う
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。「
村
の
行
事
や
若

者
が
集
ま
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
は
寂
し
い
で
す
が
、
村
で
の
生
活
を
楽

し
み
、仕
事
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
仕
事
の
中
で
も
日
々
危
険
が
あ
る
の

で
、
事
故
や
怪
我
に
気
を
つ
け
て
安
全
に

過
ご
し
ま
す
」

村
で
の
仕
事

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

村
で
暮
ら
し
て

２
０
２
１
年
は
ど
ん
な
年
に
？

特集 Vol.6

私たちの暮らす下北山村の人口は約８００人。下北山村の若者はどんな想いで暮らし
ているのでしょう？働き盛りの二人の若者を紹介します！

未来をつくる村の若者未来をつくる村の若者

プロフィール
中岡　直也 さん（28歳）
出身地：下北山村
愛知県から約７年前にＵターン。
山が好きで特に木を切ることには
自信があり、今の土木工事の仕事
でもその技術がとても役に立って
いる。「毎月村の広報誌を熟読し
ているので今回紹介してもらえて
とても光栄です！」

0歳～19歳
20歳～39歳

40歳～59歳
60歳～89歳

90歳～ 9%

13%

23%

23%

32%

村の人口に対する年齢別割合
住民基本台帳（令和2年11月30日時点）
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①池の平ゴルフ場でゴルフの練習。

②会社のメンバーで村の山に登ることも。

③村で実施している宿泊型転地療養サービ
ス「ムラカラ」のセンター長を務める。

　

東
京
都
か
ら
今
年
９
月
に
移
住
し
た
森

田
沙
耶
さ
ん
。
現
在
の
お
仕
事
や
村
へ
の

想
い
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
下
北
山
村
に
初
め
て
訪
れ
た
の
が
４

年
前
で
、
そ
の
時
は
流
れ
る
川
の
美
し
さ

に
驚
き
、
車
窓
か
ら
ず
っ
と
川
を
眺
め
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
」

　

そ
う
話
す
森
田
さ
ん
は
、
都
市
部
に
住

む
人
が
村
と
の
関
わ
り
方
を
見
つ
け
る
講

座
、奈
良
・
下
北
山
む
ら
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

を
受
講
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
下
北
山

村
を
知
り
、
そ
こ
か
ら
何
度
も
村
に
足
を

運
び
、
晴
れ
て
村
民
に
。

　

そ
ん
な
森
田
さ
ん
に
村
の
印
象
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。

　
「
下
北
山
村
の
方
々
は
と
に
か
く
元
気

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
々

も
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
い
る
し
、
と
に
か

く
元
気
で
、
明
る
く
映
り
ま
す
。
自
分
の

生
活
は
自
分
で
作
っ
て
い
る
感
じ
が
魅
力

的
だ
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
村
の
ご
夫

婦
か
ら
野
菜
の
お
す
そ
分
け
が
あ
っ
た
り
、

村
の
こ
と
を
親
切
に
教
え
て
く
れ
た
り
、

東
京
に
住
ん
で
い
た
頃
と
は
違
う
温
か
さ

や
寛
容
な
雰
囲
気
が
下
北
山
村
に
は
あ
り

ま
す
」

　
「
宿
泊
型
転
地
療
養
サ
ー
ビ
ス
を
村
で

行
っ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
な
ど
の
メ
ン
タ

ル
疾
患
で
休
職
や
離
職
を
さ
れ
て
い
る
方

が
、
復
帰
に
向
け
た
支
援
を
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
」

　

森
田
さ
ん
の
勤
務
先
は
、
本
社
が
東
京

に
あ
り
、
う
つ
病
の
方
へ
の
再
発
予
防
訓

練
、
職
場
復
帰
・
再
就
職
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
都
会
か
ら
村
に
来
て
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
参
加
者
の
方
々
に
は
、
村
の
素

晴
ら
し
い
自
然
の
中
で
、
よ
り
自
分
ら
し

い
人
生
へ
と
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
」

　

現
在
、
都
会
か
ら
の
参
加
者
を
３
名

（
12
月
１
日
現
在
）
受
け
入
れ
て
お
り
、

上
池
原
地
区
で
宿
泊
し
、
日
中
は
、
寺
垣

内
地
区
に
あ
る
施
設
で
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
は
、

大
量
生
産
で
モ
ノ
を
作
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
。
特
産
品
は
丁
寧
に
丹
精
込
め
て
作
ら

れ
、
そ
の
素
朴
さ
が
良
い
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
が
き
な
り
の
郷
な
ん
だ
な
と
」

　
「
１
年
を
通
じ
て
村
の
四
季
や
行
事
、

ど
ん
な
暮
ら
し
が
続
い
て
い
く
の
か
を

し
っ
か
り
体
感
し
た
い
で
す
」

き
っ
か
け

村
で
の
お
仕
事
は
？

村
で
暮
ら
し
て

２
０
２
１
年
は
ど
ん
な
年
に
？

村
の
印
象
は
？

プロフィール
森田　沙耶 さん（30歳）
出身地：東京都八王子市
2014年に新卒第一期と
して株式会社リヴァに入
社後、下北山村でムラカ
ラ事業部を立ち上げ、新
たなチャレンジを行う。
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•20歳以上60歳未満の学生・農林漁業者・自営業者・無職の方等（国民年金第１号被保険者）は、
国民年金に加入することが義務づけられています。
•20歳になった方には、日本年金機構から、「国民年金加入のお知らせ」や納付書等により、
国民年金に加入したことをお知らせします。
•公的年金制度は、老後や障害を負ったときに、働いている世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。
•若いときに公的年金制度に加入して、保険料を納め続けることで、老後や、病気やケガで
障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができます。
•原則として、保険料を納めなければ年金を受け取ることができません。しかし、所得が低
く保険料を納めることが困難な方のために保険料免除制度があります。

■学生納付特例制度
　前年所得が基準以下の学生を対象とした、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

学生納付特例制度のメリット
•老齢基礎年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）に算入されます。
•病気やけがで障害が残ったときに、障害基礎年金を受け取ることができます。

•対象になる方
　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校（※）に在籍する
学生等で、ご本人の前年所得が基準以下の方です。
　（※）学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程に在学している方
保険料を納められないときは、未納のまま放置せず必ず学生納付特例を申請しましょう。

■免除・納付猶予制度
収入の減少や失業等により、国民年金保険料を納められない場合があります。
しかし、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、「障害基礎年金」や「遺
族基礎年金」を受け取ることができない場合があります。
そのような状況を防ぐため、保険料を「免除」または「猶予」する制度があります。

詳しい内容は日本年金機構ホームページでご確認できます。

20歳になったら国民年金
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•20歳以上60歳未満の学生・農林漁業者・自営業者・無職の方等（国民年金第１号被保険者）は、
国民年金に加入することが義務づけられています。
•20歳になった方には、日本年金機構から、「国民年金加入のお知らせ」や納付書等により、
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えで作られた仕組みです。
•若いときに公的年金制度に加入して、保険料を納め続けることで、老後や、病気やケガで
障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができます。
•原則として、保険料を納めなければ年金を受け取ることができません。しかし、所得が低
く保険料を納めることが困難な方のために保険料免除制度があります。

■学生納付特例制度
　前年所得が基準以下の学生を対象とした、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

学生納付特例制度のメリット
•老齢基礎年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）に算入されます。
•病気やけがで障害が残ったときに、障害基礎年金を受け取ることができます。

•対象になる方
　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校（※）に在籍する
学生等で、ご本人の前年所得が基準以下の方です。
　（※）学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程に在学している方
保険料を納められないときは、未納のまま放置せず必ず学生納付特例を申請しましょう。

■免除・納付猶予制度
収入の減少や失業等により、国民年金保険料を納められない場合があります。
しかし、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、「障害基礎年金」や「遺
族基礎年金」を受け取ることができない場合があります。
そのような状況を防ぐため、保険料を「免除」または「猶予」する制度があります。

詳しい内容は日本年金機構ホームページでご確認できます。

20歳になったら国民年金

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
み
な
さ
ま
が
健
康
に
一
年
を
過

ご
せ
ま
す
よ
う
、
保
健
福
祉
課
一
同
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
お
正
月
も
終
わ
り
、
少
し
食
べ
す

ぎ
た
か
な
？
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
年
初
め
に
1
年
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
総
合
健
診
及
び
結
果
説
明
会
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
と

な
っ
て
い
た
総
合
健
診
を
11
月
29
日
、
30
日

に
開
催
し
、
延
べ
２
３
１
人
の
方
に
受
診
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
健
診
は
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
受

け
た
後
が
と
っ
て
も
大
切
で
す
。
ご
自
身
の

健
康
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
各
公
民
館

に
て
、
個
別
の
結
果
説
明
の
み
行
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
来
年
度
は
例
年
通
り
5
月
に
総
合

健
診
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
受
診
さ

れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
も
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健
康
の
た
め

に
受
診
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
！

【
内
容
】
総
合
健
診
の
結
果
返
却
、

　
　
　
　個
別
相
談

【
開
催
日
時
】

1
月
19
日
（
火
）

①
桑
原
公
民
館

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

②
池
峰
公
民
館

③
池
原
公
民
館

1
月
20
日
（
水
）

①
保
健
セ
ン
タ
ー

②
佐
田
公
民
館

③
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
月
21
日
（
木
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

保
健
セ
ン
タ
ー

①
は
午
前
11
時
〜
正
午
ま
で

②
は
午
後
1
時
30
分

　
　
　
〜
午
後
2
時
30
分
ま
で

③
は
午
後
3
時
〜
午
後
4
時
ま
で

【
持
ち
物
】
健
康
手
帳

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
6
―
0
0
1
5

◎「
椅
子
ヨ
ガ
＆
音
楽
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

　「
何
か
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
膝
が
…
」

「
本
格
的
な
運
動
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う

方
に
お
ス
ス
メ
の
椅
子
ヨ
ガ
＆
楽
し
い
音
楽

に
合
わ
せ
て
簡
単
な
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
皆
で
す
れ
ば
楽
し
い
こ
と
間
違
い
な

し
！
送
迎
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
桝
井
紋
子 

先
生

【
日
時
】
２
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
6
―
0
0
1
5

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

令和2年分所得税確定申告相談は予約制です

2月16日（火）～3月15日（月）※2/19・土・日・祝除く
【会場】下北山村役場　【受付時間】午前9時～午後5時

　今年の所得税確定申告相談は新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、事
前予約制とさせて頂きます。予約受付は令和３年2月1日（月）午前9時から開始します
ので、お電話または来庁にてご予約ください。
　なお、申告期間中に予約なくお越しいただいた場合は、受付状況により再度お越しいた
だくこととなりますので、必ずご予約下さいますようお願いします。
　
注意事項
※ご予約の受付時間は、平日の午前9時～午後5時までです。
※予約状況によりご希望に添えない場合がございますので、ご了承ください。
※源泉徴収票等の申告に必要な書類は大切に保管し、申告時にご持参ください。
※当日は「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防対策にご協力ください。

問合せ先：住民課 税務係（☎6-0001）
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地域おこし協力隊の
新年の抱負協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その89

河
野 

祐
子 

隊
員

　
今
春
か
ら
３
年
目
。
山
に

散
歩
道
を
つ
く
り
、
切
り
出

し
た
木
で
木
の
器
を
つ
く
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に
木
に
触
れ
る
、
森
の

価
値
を
体
験
・
実
感
す
る
時
間
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。

石
丸 

慎
吾 
隊
員

　
下
北
山
村
に
来
て
か
ら
半

年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
佐

田
地
区
の
山
主
の
方
々
に
は

境
界
立
会
い
、
説
明
会
な
ど

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
引
き
続

き
佐
田
地
区
を
始
め
、
他
の
地
域
の
森
林
を
調
べ

た
り
、
勉
強
を
し
て
森
林
に
手
を
入
れ
、
利
用
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
井 

洋
文 

隊
員

　
池
峰
に
暮
ら
し
始
め
て
早

や
８
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

卒
業
ま
で
の
時
間
は
残
り
少

な
い
で
す
が
、
２
年
目
の
今

年
！
「
山
に
関
わ
り
な
が
ら
、
こ
の
先
も
こ
こ
で

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
道
す
じ
を
何
と
か
カ
タ

チ
に
」
を
目
標
に
！
ま
ず
は
自
分
。
頑
張
り
ま
す
。

仲 

奈
央
子 

隊
員

　
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（
旧
山
び
こ
寮
）
管
理
人
で
す
。

お
陰
様
で
、
お
茶
や
ス
マ
ホ
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
村
民
さ
ん
が
増
え
ま
し

た
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
☎

９
ー
０
０
１
４
）
春
よ
り
産

休
育
休
を
頂
き
ま
す
が
、
大
里
に
暮
ら
し
て
い
る

の
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
母
に
な
る
け
ど
今
年

も
鮎
や
ア
マ
ゴ
や
鰻
を
と
り
た
い
♪

原
田 

和
幸 

隊
員

　
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い

る
原
田
で
す
。

　
下
北
山
に
来
て
３
ヶ
月
が
経
ち
、
村
で
の
生
活

に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
皆
さ

ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
な
い
事
が
残
念
に
思

い
ま
す
。
新
年
の
抱
負
は
今
の
仕
事
に
精
一
杯
取

り
組
む
こ
と
で
す
。

岡 

弘
明 

隊
員

　
下
北
山
村
に
来
て
、
ま
も

な
く
１
年
に
な
り
ま
す
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
で
食
事
の
イ
ベ
ン
ト

も
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
間
に
創
業
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
り
、
新
た
な
目
標
を
持

つ
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
木
を
使
っ
た
食

器
や
カ
ト
ラ
リ
ー
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

山
﨑 

章 

隊
員

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
き
な
り

で
活
動
し
て
い
ま
す
、
山
﨑

で
す
。
今
年
の
９
月
末
で
任

期
終
了
を
迎
え
ま
す
。
あ
っ

と
い
う
間
に
日
々
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
が
、

着
々
と
定
住
に
向
け
た
準
備
が
整
っ
て
き
ま
し

た
。
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
し
た
１
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
野 

晴
美 

支
援
員

　
昨
年
は
、
公
私
と
も
に
目

ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
た
１
年
で

し
た
。
今
年
は
、
さ
ら
に
地

に
足
つ
い
た
暮
ら
し
を
意
識

し
て
、
日
々
を
慈
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

１
月
か
ら
産
休
・
育
休
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず

は
無
事
に
お
産
を
迎
え
、
村
で
の
子
育
て
を
楽
し

み
た
い
で
す
。

工
藤 

延
春 

支
援
員

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
ま
だ
ま
だ
安
心
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
昔
聞
い
た
「
明
日
と
い

う
字
は
明
る
い
日
と
書
く
ん
や
か
ら
今
日
が
ど
ん

な
に
暗
く
て
も
明
日
は
明
る
い
ん
や
で
」
と
い
う

言
葉
を
胸
に
抱
い
て
健
康
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い

で
す
。
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第
11
回
：
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

〜
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
っ
て
？
〜

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
自
分
は
今
年
こ
そ
運
動
習

慣
を
身
に
着
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　さ

て
、
今
年
度
の
「
診
療
所
か
ら
こ

ん
に
ち
は
」
も
、
あ
と
２
回
と
な
る
の

で
す
が
、
今
回
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
」
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
話
題
は
む
し
ろ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
方
々
の
方
が
詳
し
い
の
で
す
が
、
村

で
永
く
生
活
す
る
に
は
必
須
の
情
報
な

の
で
す
。

①
介
護
が
必
要
に
な
る
場
合
っ
て
？

②
様
々
な
高
齢
者
向
け
施
設

③
介
護
が
必
要
に
な
る
前
に

の
三
本
立
て
で
お
送
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

①
介
護
が
必
要
に
な
る
場
合
っ
て
？

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

　認
知
症
や
骨
折
、
筋
力
低
下
で
介
護

が
必
要
に
な
る
人
は
多
い
で
す
。で
は
、

実
際
に
介
護
が
必
要
な
状
態
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　要
介
護
（
要
支
援
）
申
請
の
際
に
目

安
に
な
る
の
は
次
の
２
段
階
で
す
。

第
一
段
階
：
買
い
物
、
掃
除
、
お
金
の

管
理
、
料
理
、
車
や
バ
ス
で
お
出
か
け

等
が
自
分
で
出
来
る
か
ど
う
か
（
手
段

的
日
常
生
活
動
作
と
言
い
ま
す
）

第
二
段
階
：
着
替
え
、
食
事
、
移
動
、

ト
イ
レ
、
お
風
呂
や
着
替
え
が
自
分
で

出
来
る
か
ど
う
か
（
基
礎
的
日
常
生
活

動
作
と
言
い
ま
す
）

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
に
は
決
ま
っ

た
定
義
は
な
い
の
で
す
が
、
大
ま
か
に

は
第
一
段
階
が
出
来
な
く
な
っ
て
く
る

と
要
支
援
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
第
二
段
階
が
出
来
な
く
な
っ
て
く

る
と
要
介
護
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。

②
様
々
な
高
齢
者
向
け
施
設

　世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
施
設
が
あ

り
、
さ
ら
に
最
近
名
称
が
変
わ
っ
た
り

し
て
非
常
に
や
や
こ
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。　ま

ず
施
設
に
は
民
間
の
施
設
と
公
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。
民
間
の
施
設
は
高

額
で
す
が
、
そ
の
分
サ
ー
ビ
ス
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
生
活
に
少
し
だ
け
介
護

と
見
守
り
が
欲
し
い
場
合
に
は
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
数
日
間
の
お
泊

り
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
で
十
分
な
人

に
は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施

設
。
更
に
、
要
支
援
の
方
か
ら
重
度
の

要
介
護
の
方
ま
で
が
利
用
出
来
る
、

様
々
な
形
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
も
あ
り

ま
す
。

　足
腰
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
け
ど
、

認
知
症
が
あ
っ
て
生
活
に
困
る
場
合
に

は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
施
設
も

あ
り
ま
す
。

　一
方
、
公
の
施
設
は
国
や
自
治
体
か

ら
の
補
助
が
あ
る
た
め
割
安
で
す
が
、

そ
の
分
入
居
待
ち
が
多
く
、
す
ぐ
に
は

入
居
で
き
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。
生
活
を
少
し
介
護
し
て
ほ
し
い
場

合
（
要
支
援
程
度
の
方
）
で
自
炊
が
出

来
な
い
人
に
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
自
炊
が

出
来
る
人
に
は
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
Ｂ

型
）
と
い
う
施
設
が
あ
り
ま
す
。
当
村

の
い
こ
い
の
郷
は
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
と

い
う
少
し
違
っ
た
分
類
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
あ
た
り
の
施
設
に
近
い
と
考

え
て
く
だ
さ
い
。
生
活
の
介
護
が
か
な

り
必
要
な
場
合
（
要
介
護
程
度
の
方
）、

要
介
護
１
以
上
の
方
は
介
護
老
人
保
健

施
設
に
入
所
可
能
で
す
。
自
宅
と
病
院

の
中
間
の
よ
う
な
施
設
で
リ
ハ
ビ
リ
が

充
実
し
て
お
り
、
入
所
期
間
は
３
カ
月

程
度
が
目
安
で
す
が
、
長
期
入
所
さ
れ

る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
要
介
護
３
以
上

で
す
が
看
護
師
さ
ん
の
力
を
あ
ま
り
借

り
な
く
て
よ
い
方
は
介
護
老
人
福
祉
施

設
（
旧
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
へ

入
所
可
能
で
す
。
認
知
症
や
お
看
取
り

に
も
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
町
村

に
住
民
票
が
あ
る
方
を
優
先
し
て
入
所

さ
せ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
医
療
的
な

ケ
ア
（
痰
を
吸
引
す
る
、
点
滴
を
す
る
、

胃
ろ
う
か
ら
栄
養
を
取
る
等
）
が
必
要

な
場
合
に
は
、
介
護
医
療
院
（
介
護
療

養
型
医
療
施
設
・
病
院
の
療
養
病
床
か

ら
順
次
移
行
）
に
入
所
す
る
人
も
お
ら

れ
ま
す
。

　当
然
、
自
宅
で
訪
問
介
護
、
通
所
入

浴
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
看
護
、
訪
問
診
療

を
利
用
し
な
が
ら
生
活
さ
れ
る
方
も
多

く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
在
宅
医
療

を
受
け
て
い
る
方
は
２
０
１
７
年
に
約

18
万
人
と
な
り
、
10
年
前
の
約
３
倍
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

③
介
護
が
必
要
に
な
る
前
に

　し
か
し
な
が
ら
、
当
村
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。
重
度

の
要
介
護
の
方
が
利
用
で
き
る
施
設
は

な
く
、
在
宅
も
訪
問
介
護
・
看
護
の
担

い
手
が
不
足
し
、
介
護
の
負
担
は
ほ
ぼ

す
べ
て
家
族
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
急
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に

は
、
既
に
選
択
肢
が
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
方
も
多
い
で
す
。「
も
し

も
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら…

」
ど
う

し
た
い
の
か
、普
段
か
ら
考
え
、前
も
っ

て
行
動
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。
お
困

り
の
際
に
は
、
是
非
一
度
ご
相
談
く
だ

さ
い
！下

北
山
村
診
療
所

　田
口

　浩
之

地域おこし協力隊の
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河
野 

祐
子 

隊
員

　
今
春
か
ら
３
年
目
。
山
に

散
歩
道
を
つ
く
り
、
切
り
出

し
た
木
で
木
の
器
を
つ
く
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に
木
に
触
れ
る
、
森
の

価
値
を
体
験
・
実
感
す
る
時
間
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。

石
丸 

慎
吾 

隊
員

　
下
北
山
村
に
来
て
か
ら
半

年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
佐

田
地
区
の
山
主
の
方
々
に
は

境
界
立
会
い
、
説
明
会
な
ど

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
引
き
続

き
佐
田
地
区
を
始
め
、
他
の
地
域
の
森
林
を
調
べ

た
り
、
勉
強
を
し
て
森
林
に
手
を
入
れ
、
利
用
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
井 

洋
文 

隊
員

　
池
峰
に
暮
ら
し
始
め
て
早

や
８
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

卒
業
ま
で
の
時
間
は
残
り
少

な
い
で
す
が
、
２
年
目
の
今

年
！
「
山
に
関
わ
り
な
が
ら
、
こ
の
先
も
こ
こ
で

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
道
す
じ
を
何
と
か
カ
タ

チ
に
」
を
目
標
に
！
ま
ず
は
自
分
。
頑
張
り
ま
す
。

仲 

奈
央
子 

隊
員

　
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（
旧
山
び
こ
寮
）
管
理
人
で
す
。

お
陰
様
で
、
お
茶
や
ス
マ
ホ
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
村
民
さ
ん
が
増
え
ま
し

た
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
☎

９
ー
０
０
１
４
）
春
よ
り
産

休
育
休
を
頂
き
ま
す
が
、
大
里
に
暮
ら
し
て
い
る

の
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
母
に
な
る
け
ど
今
年

も
鮎
や
ア
マ
ゴ
や
鰻
を
と
り
た
い
♪

原
田 

和
幸 

隊
員

　
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い

る
原
田
で
す
。

　
下
北
山
に
来
て
３
ヶ
月
が
経
ち
、
村
で
の
生
活

に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
皆
さ

ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
な
い
事
が
残
念
に
思

い
ま
す
。
新
年
の
抱
負
は
今
の
仕
事
に
精
一
杯
取

り
組
む
こ
と
で
す
。

岡 

弘
明 

隊
員

　
下
北
山
村
に
来
て
、
ま
も

な
く
１
年
に
な
り
ま
す
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
で
食
事
の
イ
ベ
ン
ト

も
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
間
に
創
業
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
り
、
新
た
な
目
標
を
持

つ
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
木
を
使
っ
た
食

器
や
カ
ト
ラ
リ
ー
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

山
﨑 

章 

隊
員

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
き
な
り

で
活
動
し
て
い
ま
す
、
山
﨑

で
す
。
今
年
の
９
月
末
で
任

期
終
了
を
迎
え
ま
す
。
あ
っ

と
い
う
間
に
日
々
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
が
、

着
々
と
定
住
に
向
け
た
準
備
が
整
っ
て
き
ま
し

た
。
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
し
た
１
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
野 

晴
美 

支
援
員

　
昨
年
は
、
公
私
と
も
に
目

ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
た
１
年
で

し
た
。
今
年
は
、
さ
ら
に
地

に
足
つ
い
た
暮
ら
し
を
意
識

し
て
、
日
々
を
慈
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

１
月
か
ら
産
休
・
育
休
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず

は
無
事
に
お
産
を
迎
え
、
村
で
の
子
育
て
を
楽
し

み
た
い
で
す
。

工
藤 

延
春 

支
援
員

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
ま
だ
ま
だ
安
心
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
昔
聞
い
た
「
明
日
と
い

う
字
は
明
る
い
日
と
書
く
ん
や
か
ら
今
日
が
ど
ん

な
に
暗
く
て
も
明
日
は
明
る
い
ん
や
で
」
と
い
う

言
葉
を
胸
に
抱
い
て
健
康
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い

で
す
。
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◇
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

　（陸
上
・
男
子
）

【
日
に
ち
】

　
令
和
３
年
１
月
16
日
（
土
）

【
場

　所
】

　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

【
資

　格
】

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
子

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地

域
事
務
所

【
電

　話
】

０
７
４
７
―
２
２
―
３
７
８
９

【
担

　当
】

西
嶋
（
に
し
じ
ま
）、

藤
原
（
ふ
じ
わ
ら
）

転
職
や
就
職
を

お
考
え
の
方
、

ご
存
じ
の
方
、

ま
ず
は
ご
連
絡

下
さ
い
。 自

衛
官
募
集

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　令
和
に
な
っ
て
２
回
目
の
お
正
月
を
迎

え
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
も
村
民
の
皆
様
が
、
事
件
や
事
故

の
被
害
に
遭
わ
れ
な
い
よ
う
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
っ
て
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
下

北
山
村
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
！

　去
年
12
月
2
日
に
、
80
歳
以
上
の
高
齢

者
方
へ
の
訪
問
活
動
「
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
は
吉
野
警
察
の
他
、
村
の
防

犯
団
体
で
あ
る
安
全
で
住
み
よ
い
村
づ
く

り
推
進
協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
・
交
通

安
全
協
会
母
の
会
・
下
北
山
村
駐
在
所
連

絡
協
議
会
・
下
北
山
村
地
域
安
全
推
進
協

議
会
の
合
同
施
策
で
す
が
、
民
間
企
業
の

南
都
銀
行
も
施
策
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い

た
だ
き
毎
年
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

　残
念
な
が
ら
、
今
年
3
月
に
南
都
銀
行

北
山
支
店
の
移
転
が
決
定
し
て
お
り
今
回

駐在さん通信駐在さん通信

の
ご
協
力
が
最
後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
長
年
の
ご
協
力
に
対
し
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　南

都
銀
行
北
山
支
店
様
、
長
い
間
ご
協

力
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

振
り
込
め
詐
欺
を
撃
退
し
よ
う
！

　振
り
込
め
詐
欺
や
、
架
空
請
求
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
は
一
向
に
無
く
な

り
ま
せ
ん
。
村
内
で
も
架
空
請
求
は
が
き

が
、
何
人
も
の
方
に
届
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
最
近
は
大
手
の
宅
配
業
者
（
佐

川
急
便
・
ヤ
マ
ト
運
輸
な
ど
）
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
（
ア
マ
ゾ
ン
・
楽
天

市
場
な
ど
）
の
名
前
を
使
っ
た
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て
き
て
、
そ
の
メ
ー

ル
に
書
い
て
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し

た
ら
詐
欺
サ
イ
ト
に
接
続
さ
れ
て
お
金
を

騙
し
取
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
手
口
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

　け
れ
ど
、
詐
欺
な
ん
て
騙
さ
れ
な
か
っ

た
ら
被
害
に
遭
う
こ
と
な
ど
な
い
の
で

す
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
騙
さ
れ
な
い
か

…
　〝（
顔
が
見
え
な
い
）
相
手
の
話
を
信

用
し
な
い
〟
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

　最
近
の
特
殊
詐
欺
で
は
、
名
前
や
年
齢

な
ど
の
個
人
情
報
を
知
っ
た
う
え
で
連
絡

し
て
く
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　ち
ゃ
ん
と
息
子
や
孫
の
名
前
を
名
乗
っ

て
電
話
を
か
け
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
相
手
を
本
人
だ
と
思
わ

ず
に
疑
っ
て
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

疑
っ
て
か
か
っ
た
相
手
が
本
当
に
息
子
や

孫
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
家
族
内

で
笑
い
話
に
な
る
程
度
で
済
む
話
で
す
。

し
か
し
、
も
し
相
手
が
息
子
や
孫
を
名
乗

る
詐
欺
の
犯
人
だ
っ
た
ら
、
笑
い
話
で
は

済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
普
段
か
ら
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
有
効
な
防
止

対
策
に
な
り
ま
す
。

　週
に
一
度
程
度
で
も
連
絡
を
取
り
合

い
、
家
族
だ
け
で
通
じ
る
合
言
葉
を
決
め

て
お
け
ば
、
家
族
に
な
り
す
ま
し
た
詐
欺

の
犯
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
撃

退
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

事
件
や
事
故
の
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
１
１
０
番
！

　１
１
０
番
は
事
件
・
事
故
等
の
緊
急
通

報
電
話
で
、
警
察
で
は
、
毎
年
１
月
10
日

を
「
１
１
０
番
の
日
」
と
定
め
て
そ
の
適

正
な
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た
り
、
目

撃
し
た
時
な
ど
警
察
の
緊
急
な
対
応
が
必

要
な
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
０
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
、
通
報
の
中
の
約
３
割
を
、「
い

た
ず
ら
・
無
応
答
・
番
号
間
違
い
」
が
占

め
て
お
り
、
真
に
助
け
を
求
め
て
お
ら
れ

る
方
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　緊
急
性
の
な
い
要
望
・
相
談
な
ど
の
場

合
は
、〝
も
う
一
つ
の
１
１
０
番
〟
と
も

言
え
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１
１
０
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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こ

た
いひ

と
か
ん
し
ゃ

た
い
せ
つ

き
も
ち

ひ
と

へ
ん

と
し

ね
が

【
任
期
】

令
和
３
年
４
月
１
日 

〜
令
和
４
年
３
月
31
日

【
目
的
】

国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い

て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要

望
を
お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
。

【
対
象
】

奈
良
県
内
に
お
住
ま
い
で
、森
林
・

林
業
及
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る

成
人
の
方
。
た
だ
し
、
国
会
及
び

地
方
議
会
の
議
員
、
地
方
公
共
団

体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
、

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま

す
。

【
応
募
締
切
】

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）

【
詳
細
】

募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森
林

管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。「
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
】

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

総
務
企

画
部 

企
画
調
整
課 

林
政
推
進
係

☎
０
６
―
６
８
８
１
―
３
４
０
１

　（
直
通
）

さ
べ
つ

ぎ
ゃ
く
た
い

こ
こ
ろ

み
つ

と

の
こ

え
が
お

く

く
る

こ
え

お
お

ち
か
ら

ひ
と

令
和
３
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

○令和2年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間
は、２月16日(火)から３月15日(月)までです。
○新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するた
め、確定申告会場の混雑緩和を図る観点から、入場整
理券を活用して会場内へご案内することを予定してお
ります。
確定申告会場へは「入場整理券」が必要となります。
入場整理券は、当日会場で配付しますが、状況により
早めに配付を終了する場合がありますのでご了承くだ
さい。
なお、オンラインで事前に発行する方法も導入予定で
す。
〇確定申告会場では、長時間お待ちいただくことがあり
ます。
〇「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防
対策にご協力ください。

吉野税務署からのお知らせ

STEP 1

国税庁HPへ
アクセス

STEP 2

提出方法を
選択

STEP 3

金額などを
入力

STEP 4

e-Taxで
送信

STEP 5

申告書データ
を保存

PC・スマホで確定申告 ３密回避にご協力下さい

進化するスマート申告！
～５つのステップで自宅から手続完結！～

「マイナンバーカード」又は
「ID・パスワード方式の届出完了通知」を
お持ちの方は自宅等からPC・スマホで
申告ができます。

◇
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

　（陸
上
・
男
子
）

【
日
に
ち
】

　
令
和
３
年
１
月
16
日
（
土
）

【
場

　所
】

　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

【
資

　格
】

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
子

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地

域
事
務
所

【
電

　話
】

０
７
４
７
―
２
２
―
３
７
８
９

【
担

　当
】

西
嶋
（
に
し
じ
ま
）、

藤
原
（
ふ
じ
わ
ら
）

転
職
や
就
職
を

お
考
え
の
方
、

ご
存
じ
の
方
、

ま
ず
は
ご
連
絡

下
さ
い
。 自

衛
官
募
集

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　令
和
に
な
っ
て
２
回
目
の
お
正
月
を
迎

え
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
も
村
民
の
皆
様
が
、
事
件
や
事
故

の
被
害
に
遭
わ
れ
な
い
よ
う
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
っ
て
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
下

北
山
村
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
！

　去
年
12
月
2
日
に
、
80
歳
以
上
の
高
齢

者
方
へ
の
訪
問
活
動
「
ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
は
吉
野
警
察
の
他
、
村
の
防

犯
団
体
で
あ
る
安
全
で
住
み
よ
い
村
づ
く

り
推
進
協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
・
交
通

安
全
協
会
母
の
会
・
下
北
山
村
駐
在
所
連

絡
協
議
会
・
下
北
山
村
地
域
安
全
推
進
協

議
会
の
合
同
施
策
で
す
が
、
民
間
企
業
の

南
都
銀
行
も
施
策
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い

た
だ
き
毎
年
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

　残
念
な
が
ら
、
今
年
3
月
に
南
都
銀
行

北
山
支
店
の
移
転
が
決
定
し
て
お
り
今
回

駐在さん通信駐在さん通信

の
ご
協
力
が
最
後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
長
年
の
ご
協
力
に
対
し
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　南

都
銀
行
北
山
支
店
様
、
長
い
間
ご
協

力
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

振
り
込
め
詐
欺
を
撃
退
し
よ
う
！

　振
り
込
め
詐
欺
や
、
架
空
請
求
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
は
一
向
に
無
く
な

り
ま
せ
ん
。
村
内
で
も
架
空
請
求
は
が
き

が
、
何
人
も
の
方
に
届
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
最
近
は
大
手
の
宅
配
業
者
（
佐

川
急
便
・
ヤ
マ
ト
運
輸
な
ど
）
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
（
ア
マ
ゾ
ン
・
楽
天

市
場
な
ど
）
の
名
前
を
使
っ
た
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て
き
て
、
そ
の
メ
ー

ル
に
書
い
て
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し

た
ら
詐
欺
サ
イ
ト
に
接
続
さ
れ
て
お
金
を

騙
し
取
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
手
口
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

　け
れ
ど
、
詐
欺
な
ん
て
騙
さ
れ
な
か
っ

た
ら
被
害
に
遭
う
こ
と
な
ど
な
い
の
で

す
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
騙
さ
れ
な
い
か

…
　〝（
顔
が
見
え
な
い
）
相
手
の
話
を
信

用
し
な
い
〟
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

　最
近
の
特
殊
詐
欺
で
は
、
名
前
や
年
齢

な
ど
の
個
人
情
報
を
知
っ
た
う
え
で
連
絡

し
て
く
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　ち
ゃ
ん
と
息
子
や
孫
の
名
前
を
名
乗
っ

て
電
話
を
か
け
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
相
手
を
本
人
だ
と
思
わ

ず
に
疑
っ
て
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

疑
っ
て
か
か
っ
た
相
手
が
本
当
に
息
子
や

孫
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
家
族
内

で
笑
い
話
に
な
る
程
度
で
済
む
話
で
す
。

し
か
し
、
も
し
相
手
が
息
子
や
孫
を
名
乗

る
詐
欺
の
犯
人
だ
っ
た
ら
、
笑
い
話
で
は

済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
普
段
か
ら
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
有
効
な
防
止

対
策
に
な
り
ま
す
。

　週
に
一
度
程
度
で
も
連
絡
を
取
り
合

い
、
家
族
だ
け
で
通
じ
る
合
言
葉
を
決
め

て
お
け
ば
、
家
族
に
な
り
す
ま
し
た
詐
欺

の
犯
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
撃

退
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

事
件
や
事
故
の
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
１
１
０
番
！

　１
１
０
番
は
事
件
・
事
故
等
の
緊
急
通

報
電
話
で
、
警
察
で
は
、
毎
年
１
月
10
日

を
「
１
１
０
番
の
日
」
と
定
め
て
そ
の
適

正
な
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た
り
、
目

撃
し
た
時
な
ど
警
察
の
緊
急
な
対
応
が
必

要
な
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
０
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
、
通
報
の
中
の
約
３
割
を
、「
い

た
ず
ら
・
無
応
答
・
番
号
間
違
い
」
が
占

め
て
お
り
、
真
に
助
け
を
求
め
て
お
ら
れ

る
方
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　緊
急
性
の
な
い
要
望
・
相
談
な
ど
の
場

合
は
、〝
も
う
一
つ
の
１
１
０
番
〟
と
も

言
え
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１
１
０
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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池原地区と池神社の積雪の様子
（令和2年12月17日 ドローン撮影）

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/
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令和２年11月30日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

30）
6）
24）
　15）

人　口
男
女
世帯数

860人
398人
462人
542戸

先月比
3）
0）
3）
0）

（－
（±
（－
（±

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

　
　
　
　
　ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

福
島
県
田
村
市
（
11
月
24
日
）

白

　岩

　博

　子

　さ
ん

大
和
高
田
市
（
12
月
７
日
）

下
高
谷

　文

　雄

　さ
ん

奈
良
市
（
12
月
14
日
）

峯

　
　
　正

　志

　さ
ん

赤ちゃん誕生祝い金を交付しました。

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和３年 （2021） 月号　No.763１
公式ＬＩＮＥでは、災害、雨量規制、通行止め、
村の様 な々情報を配信します。

ダウンロード手順
①お手持ちのスマートフォンにLINEアプリをダウンロード
　（LINEアプリを既に使用している方は省略）
②下北山村公式LINEをお友達登録

【QRコードの読み取り方】
①お手持ちのスマートフォンのカメラアプリ
またはをＱＲコード読取りアプリを起動する。
②QRコードにカメラを近づける。
③読み取ったURLをタップ。
※読み取れない方はLINEアプリから
　ＩＤ＠shimokitayamamura
　を検索してください。

【ＬＩＮＥ登録、操作が不安な方へ】
コワーキングスペースBIYORI（旧山びこ寮）にて操作方法や登録のお手伝いをさせて頂きます。お手持ちのスマートフォンを持参の上
お越しください！　毎週水曜日（10：00～12：00／14：00～16：00）☎9-0014

下北山村公式LINEを始めました！

　令和２年12月１日（火）赤ち
ゃんの誕生を祝福し、あわせて健
やかな成長を願い、１軒のご家庭
に「赤ちゃん誕生祝い金」が交付
されました。

浦西　美莉愛ちゃん
（父・亮太さん　母・友紀さん）
（令和２年６月８日生まれ）
「兄弟仲良く大きくなってね」
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